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表紙◎INTRODUCTION
　7月に外構を含む全ての工事が終わり、８月
に竣工式が行われた明倫学園。竣工後、初め
て行われた運動会の様子を撮影しました。
　当日はあいにくの雨模様で、会場の一部をア
リーナに移し、大幅にプログラムを変更した内
容となりましたが、雨にも負けない元気なパワー
があふれていました。表紙は９年生による綱引
きの様子です。

令和4年度を振り返る
　昨年度も新型コロナウイルスの感
染者数は増加の一途をたどり、全国
の感染者数が過去最多を更新するな
ど、感染症対策に追われた年となり
ました。また物価・原油価格の高騰に
より、さまざまなものの値上げが相
次ぎ、私たちの生活も多くの影響を
受けました。
　本市では、令和元年10月に着工し
た明倫学園の建設工事が終盤を迎え
たことにより、市全体の歳出は前年度
を大きく下回りました。
　今号では、市議会9月定例会で審
議・承認された令和4年度の一般会
計、特別会計、および企業会計の決
算概要についてお知らせします。

令和4年度

決算

▲市営バス運行事業 2



▲情報教育推進事業

▲民間立保育施設等整備費補助事業

▲道路の除排雪事業 ▲新庄開府400年記念事業
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令和４年度は物価・原油価格の高騰に伴い、市有施設の維持管
理経費や生活支援給付金などの経費が増加しました。一方、子育
て世帯や住民税非課税世帯への給付金事業費や明倫学園建設事
業費が減少したことにより、令和３年度と比較し、歳入が16.２％
の減少、歳出が15.５％の減少となりました。

の見通し
自主財源

地方税などの自主的な収入

地方税：市民税や固定資産税など、皆さん
が市に納めた税金
寄附金：ふるさと納税制度などで寄附いた
だいたお金
諸収入：制度融資資金貸付の元金収入など
繰越金：前年度会計から持ち越されたお金
繰入金：財政調整基金などからの繰入金
自主財源その他：負担金、使用料など

依存財源
国や県から交付・割り当てられた収入

地方交付税：地方公共団体の人口や税収な
どに応じて国から配分されたお金
国庫支出金：国が定めた事業を実施するた
めに国から交付されたお金
地方債：道路や学校などを整備するために
国や金融機関などから借り入れたお金
県支出金：県が定めた事業を実施するため
に県から交付されたお金
地方消費税交付金：地方消費税として県に払
い込まれた金額のうち、市に交付されるお金
依存財源その他：地方譲与税や地方特例交
付金などの各種交付金

一般会計歳入決算額

207億3670万7千円
（対前年度 -40億1837万円9千円　-16.2％）
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特集　令和４年度 決算
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比率名 令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

早期
健全化基準

財
政
健
全
化

判
断
比
率

実質赤字比率 - - - 13.4
連結実質赤字比率 - - - 18.4
実質公債費比率 7.2 7.1 7.1 25.0
将来負担比率 18.0 19.3 2.0 350.0

経常収支比率 94.1 87.0 93.9 -
財政健全化判断比率のいずれかが「早期健全化基準」を超えると、

財政健全化計画を策定し外部監査を実施するなど、財政の健全化
に取り組む必要があります。

また、経常収支比率は、数値が高いほど、人件費や扶助費など
の義務的経費以外に使える経常的な財源に余裕がない状態を示
しています。

令和４年度 決算報告と今後
民生費：子育て支援、障がい者福祉、高齢
者福祉、生活保護などに要した経費

総務費：庁舎管理、市税の賦課徴収、戸籍・
住民基本台帳事務、選挙事務、ふるさと納
税事業などに要した経費

土木費：道路・公園の整備や除排雪などに要
した経費

教育費：教育、文化振興、スポーツ振興など
に要した経費

商工費：商工業や観光の振興、企業誘致な
どに要した経費

公債費：地方債の返済に要した経費

衛生費：各種健康診断、予防接種、ごみ処
理、環境保全などに要した経費

農林水産業費：農業、林業の振興、生産基
盤整備などに要した経費

消防費：消防、水害、防災対策などに要した経費

議会費：議会運営などに要した経費

労働費：労働福祉の事業に要した経費

災害復旧費：災害により被災した施設や道
路などの復旧に要した経費

一般会計歳出決算額

198億7968万5千円
（対前年度 -36億4694万4千円　-15.5％）
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積立基金（貯金）の総額

61億2297万2千円
（対前年度 +10億1270万6千円）

令和3年度決算の剰余金として6億2千万円を
積み立てたほか、令和4年度より新たに設置した「庁
舎建設基金」に1億円を積み立てたことなどにより、
積立基金の総額は、対前年度で10億1270万6千
円の増加となりました。

財
政
調
整
基
金

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の
基
金
。

経
済
の
不
況
に
よ
る
大
幅
な
税
収
減
や
、

災
害
発
生
に
よ
り
支
出
が
増
加
し
た
場
合

な
ど
へ
の
、備
え
と
し
て
の
積
み
立
て

減
債
基
金

地
方
債
の
償
還
、お
よ
び
そ
の
信
用
維

持
の
た
め
に
設
置
す
る
基
金
。
公
債
費
の

増
加
が
地
方
財
政
の
弾
力
性
を
失
わ
せ
る

こ
と
か
ら
、公
債
費
の
償
還
を
計
画
的
に

行
う
た
め
の
積
み
立
て

市
有
施
設
整
備
基
金

大
規
模
な
市
有
施
設
の
建
設
、お
よ
び

改
修
の
資
金
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
基
金

庁
舎
建
設
基
金

庁
舎
の
建
設
資
金
に
充
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
基
金
。
令
和
４
年
度
よ
り
積
み

立
て
を
開
始

ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
を
積
み
立
て
る

基
金
。
寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
て
寄
附
金
を

計
画
的
に
活
用
す
る
た
め
の
積
み
立
て

地
域
福
祉
基
金

民
間
団
体
が
行
う
高
齢
者
な
ど
の
保
健

の
向
上
や
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動
を
支

援
す
る
た
め
の
基
金

ま
つ
り
振
興
基
金

新
庄
ま
つ
り
を
振
興
し
、地
域
の
活
性

化
に
資
す
る
た
め
の
基
金

積立金の年度末残高※

基金の名称 令和2年度 令和3年度 令和4年度
財政調整基金 9億4043万円 15億6745万円 24億3748万円
減債基金 4506万円 2億1538万円 2億2970万円

そ
の
他
特
定
目
的
基
金

市有施設整備基金 17億4974万円 18億6978万円 18億1983万円
庁舎建設基金 - - 1億円
まちづくり応援基金 8億9063万円 11億4868万円 12億5474万円
地域福祉基金 1億4020万円 1億6021万円 1億8021万円
まつり振興基金 2337万円 4118万円 1747万円
その他 1億2979万円 1 億759 万円 8354万円

合計 39億1922万円 51億1027万円 61億2297万円
※翌年度の5月31日時点での残高

地方債残高の推移

地方債発行額の推移

地方債（借金）残高の総額

166億9334万8千円
（対前年度 -5億1354万9千円）

令和4年度は明倫学園のグラウンド・外構工事
やその他の建設事業により、新たな借り入れ額が
9億2061万6千円となりましたが、元金償還額の
14億3416万5千円を下回ったことにより、地方
債の残高は対前年度で5億1354万9千円の減少
となりました。なお、地方債の中には全額が交付
税措置される「臨時財政対策債」も含まれ、それを
除いた地方債の残高は103億9470万6千円とな
り、対前年度で8333万9千円の減少となっていま
す。

今後とも、地方債を発行する場合は交付税措置
のある有利なものを積極的に活用し、将来の財政
負担の軽減に努めます。
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令和4年度 まちづくり応援基金・企業版ふるさと納税充当事業

本市ではまちづくりを応援してくださる方々からご寄附をいただき、寄附者の意向を反映した事業を推進す
ることで、魅力あるまちづくりを目指しています。ここでは、令和４年度に個人版ふるさと納税を通じて寄附し
ていただいた「まちづくり応援基金」と、企業版ふるさと納税の寄附金を活用した事業について報告します。

民生費 小中学校等新入学祝い金支給事業
　 ...........................................1501万円

教育費
日新中学校人工芝テニスコート改修事業
　 .................................... 2708万7千円
八向地区公民館改修事業
　 ...........................................2550万円

土木費 住宅リフォーム総合支援事業
　 ...........................................2015万円

総務費 若者世帯住宅取得支援事業
　 .................................... 2264万3千円

まちづくり応援基金充当事業　 3億2千万円

企業版ふるさと納税充当事業　 1億1039万円

特集　令和４年度 決算

産業の振興に関する事業 5744万4千円

農林水産業費 果樹園芸振興事業 ............258万9千円

商工費
企業誘致対策事業 ......... 1950万8千円
エコロジーガーデン活用推進事業
　 ......................................... 96万9千円

土木費 道の駅整備事業 ............. 3437万8千円

医療や福祉の充実に関する事業 3694万千円

民生費

社会福祉総務事業 ............114万4千円
民間立保育施設等整備費補助事業
　 .................................... 2029万9千円
公立保育所整備事業 .........528万9千円
児童母子措置事業 .....................60万円

衛生費
特定不妊治療費助成事業 ..........20万円
新庄かむてん健康チャレンジ事業
　 ......................................... 288万千円

商工費 原油価格・物価高騰対策事業
　 .......................................652万8千円

教育・文化・スポーツの振興に関する事業 1億1817万円

教育費

学校教育指導事業費 .........552万6千円
小学校管理運営事業 ...... 1975万8千円
中学校管理運営事業 ...... 1389万7千円
義務教育学校管理運営事業
　 .......................................461万9千円
情報教育推進事業 .................. 453万円
小学校給食管理運営事業 ....... 330万円
明倫学園建設事業 ......... 5018万2千円
地区公民館管理運営事業 ......3万5千円
ふるさと歴史センター管理運営事業
　 .......................................915万3千円

教育費

新庄開府400年記念事業
　 .......................................268万5千円
文化財保護管理運営事業 ...148万4千円
重文旧矢作家住宅管理事業 ... 59万7千円
歴史的風致維持向上計画推進事業
　 .......................................240万4千円

社会生活基盤の充実に関する事業 9840万5千円

土木費

桧町地区流雪溝整備事業 ...114万7千円
道路維持事業 ....................3688万千円
道路長寿命化事業 .....................47万円
住宅リフォーム総合支援事業費
　 .....................................267 万9 千円
道路の除排雪事業 ......... 4628万5千円
雪総合対策事業 ................201万6千円
浄化槽整備事業 ................206万6千円

総務費 市営バス運行事業 .............474万7千円
新婚新生活支援事業 .........211万4千円

環境の保全に関する事業 381万9千円

土木費 都市計画総務事業 ............258万8千円
消防費 防災対策推進事業 .............. 39万5千円
衛生費 容器包装リサイクル事業 ...... 83万6千円

地域づくりに関する事業 522万千円

消防費 非常備消防運営事業 .........226万8千円
その他消防設備整備事業 ...139万3千円

総務費

地域づくり協議会運営支援事業
　 .............................................. 8万千円
広報事業 ...........................127万7千円
移住・定住促進事業 ............ 20万2千円
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国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
は
、病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
な
ど
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、加
入
者
が
保
険

税
を
出
し
合
い
、医
療
費
の
負
担
を
互
い
に

助
け
合
う
制
度
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税

の
ほ
か
、県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
財
源
に

事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
う
ち
、国
民
健
康
保
険
税
は

５
億
５
９
９
３
万
円
で
、令
和
３
年
度
と

比
べ
て
９
４
３
９
万
円（
14・4
％
）減
少
し

ま
し
た
。
ま
た
、歳
出
の
う
ち
、医
療
機
関

を
受
診
し
た
際
に
健
康
保
険
が
負
担
す
る

保
険
給
付
費
は
22
億
６
８
６
８
万
円
で
し

た
。こ
れ
は
、歳
出
全
体
の
70
％
を
占
め
て

い
ま
す
が
、前
年
度
と
比
べ
て
５
５
０
９
万

円（
2・4
％
）減
少
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
が
、医
療
の
高
度
化
な
ど
も

あ
り
、１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
病
気
予
防・健
康

づ
く
り・医
療
費
の
適
正
化
の
取
り
組
み
に

よ
り
、皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、安
定
し
た
事
業
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
健
康
課
国
保
医
療
室 

℡
29-

５
７
９
２

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

特
に
65
歳
以
上
の
方
は
、病
気
や
加
齢
に

よ
っ
て
認
知
機
能・身
体
機
能
が
低
下
し
、

日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
や

家
庭
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
安
心
し
て
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
業
が
介
護
保
険
事
業
で
す
。サ
ー

ビ
ス
提
供
に
係
る
費
用
は
、被
保
険
者
の
保

険
料
と
公
費
で
折
半
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
う
ち
、保
険
料
に
よ
る
収
入
は

７
億
８
３
０
２
万
円
で
あ
り
、令
和
3
年
度

と
比
べ
て
１・４
％
減
少
し
ま
し
た
。
一
方

で
、歳
出
は
２
％
増
加
し
ま
し
た
。
支
援
を

必
要
と
す
る
方
に
、適
切
か
つ
効
果
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、各
介
護
保
険

事
業
所
や
地
域
の
医
療
機
関
、地
域
の
方
々

と
連
携
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後
も
、

本
市
で
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

支
援
す
る
制
度
と
し
て
、介
護
保
険
制
度
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
成
人
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
推
進
室

℡
29-

５
８
０
９

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

75
歳
以
上
の
方
や
、障
が
い
認
定
さ
れ

た
65
歳
以
上
の
方
が
加
入
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
は
、山
形
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
主
体
と
な
り
運
営
し
て
い

特定の歳入で特定の事業を行う場合に、資金管理を明確にするなどの目的で、一般会
計とは別に特別会計として会計を管理しています。

事業名 歳入決算額 歳出決算額 主な事業内容
国民健康保険事業 36億8777万円 32億2624万円 国民健康保険事業の円滑な運営

介護保険事業 38億7531万円 37億5281万円 介護保険事業の円滑な運営

後期高齢者医療事業 4億6757万円 4億5376万円 後期高齢者医療保険事業の円滑な運営

交通災害共済事業 444万円 223万円 交通事故に対する見舞金支給事業の円滑な運営

特別会計
令
和
４
年
度 

特
別
会
計
と
企
業
会
計
の
決
算
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特集　令和４年度 決算

ま
す
。
本
市
で
は
、申
請
の
受
け
付
け
や
保

険
料
の
徴
収
、納
付
相
談
や
健
康
診
査
な

ど
を
行
い
ま
す
。

歳
入
の
う
ち
、保
険
料
に
よ
る
収
入
は

３
億
１
４
３
４
万
円
で
あ
り
、令
和
３
年
度

と
比
べ
て
３
３
９
万
円（
1
・
1
％
）減
少
し

ま
し
た
。
ま
た
、歳
出
は
、広
域
連
合
へ
納

付
す
る
負
担
金
が
４
億
３
５
６
２
万
円
で

全
体
の
96
％
を
占
め
て
お
り
、前
年
度
よ
り

３
２
１
万
円（
0・7
％
）増
加
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
以
降
は
、団
塊
の
世
代
が

75
歳
と
な
り
後
期
高
齢
者
医
療
へ
移
行
し

始
め
た
こ
と
に
よ
り
、医
療
費
な
ど
の
増
加

も
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
も
広
域
連
合
と

連
携
し
、医
療
費
適
正
化
に
取
り
組
み
、高

齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、事
業
運
営
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◎
健
康
課
国
保
医
療
室 

℡
29-

５
７
９
２

交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

交
通
災
害
共
済
制
度
は
、市
民
を
対
象

と
し
た
、加
入
者
相
互
の
共
済
制
度
で
あ

り
、交
通
事
故
の
被
害
者
に
対
し
て
見
舞

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の

加
入
者
数
は
、令
和
３
年
度
と
比
較
し
て
、

２
５
３
５
人
減
少
し
、８
２
０
３
人
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
は
、会
員
数
の
減
少
に
よ
り
、令

和
３
年
度
か
ら
１
６
９
万
円
減
少
し
、

４
４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、歳
出

は
、見
舞
金
の
支
給
件
数
が
５
件
減
少
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、２
２
９
万
円
減
少
し
、

２
２
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、新
規
加
入
者
の
受
け
付
け
は
令

和
４
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、令
和
４
年
度
中
に
発
生

し
た
交
通
事
故
の
受
傷
者
に
対
す
る
見
舞

金
の
支
払
の
み
を
実
施
し
て
お
り
、今
年
度

末
を
も
っ
て
本
事
業
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

新
庄
警
察
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、令
和

3
年
に
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
件
数

は
84
件
で
し
た
。
令
和
４
年
は
外
出
の
機

会
が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、令
和
3
年

か
ら
23
件
増
加
し
て
１
０
７
件
と
な
り
ま

し
た
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、

周
囲
へ
の
配
慮
に
よ
り
、交
通
事
故
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
と
も
、市
内
の

交
通
安
全
推
進
へ
の
ご
協
力
を
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◎
環
境
課
地
域
防
災
室 

℡
29-

５
８
２
７

水
道
事
業
会
計

給
水
収
益
の
減
少
や
営
業
費
用
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、純
利
益
は
令
和
3
年
度
と
比

べ
て
２
０
３
９
万
円
減
少
し
１
５
０
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
、

配
水
管
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
の
増
大
な

ど
、厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

将
来
に
わ
た
り
安
全
で
安
心
な
水
を
安
定

し
て
届
け
ら
れ
る
よ
う
、効
率
的
な
事
業

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
事
業
会
計

▪
公
共
下
水
道
事
業

▪
農
業
集
落
排
水
事
業

下
水
道
事
業
会
計
で
は「
公
共
下
水
道
事

業
」と「
農
業
集
落
排
水
事
業
」を
運
営
し

て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
と
比
べ
、公
共
下

水
道
事
業
の
純
利
益
は
５
２
２
万
円
増
え

３
１
９
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、農

業
集
落
排
水
事
業
の
純
利
益
は
、光
熱
水

費
な
ど
の
高
騰
に
よ
り
４
９
６
万
円
減
り
、

68
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
は
快
適
な
生
活
を
支
え
、公
衆
衛

生
の
向
上
に
寄
与
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。

今
後
も
事
業
の
周
知
を
推
進
し
、普
及
を
促

進
し
て
収
益
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

将
来
的
な
老
朽
施
設
の
修
繕
を
見
据
え
、効

率
的
な
事
業
運
営
と
経
営
の
健
全
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
上
下
水
道
課
経
営
管
理
室

 

℡
29-

５
８
２
9

民間企業と同様に、事業の収益によって運営をしている会計です。地方公共団体が経営する企業を「地方公
営企業」といいます。本市には、水道事業と下水道事業の2つの企業会計があります。

企業会計

事業名 収益的収支※1 資本的収支※2

主な事業内容収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
水道事業 10億1427万円 9億9925万円 1億3155万円 7億1064万円 県企業局からの受水と水道の供給、公衆

衛生の向上と生活環境の改善など

下水道
事業

公共下水道事業 8億7266万円 8億4073万円 5億4271万円 7億9482万円 下水道施設の整備による、汚水の衛生的な
処理、生活環境の改善・向上、雨水排除に
よる浸水被害の防止、河川の水質保全など農業集落排水事業 8491万円 8423万円 2542万円 3733万円

※1 収益的収支：その年度の経営活動に伴い発生した全ての収入と支出
※2 資本的収支：施設の建設改良および建設改良に係る企業債償還金などの支出、その財源となる収入
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やまがたフラワー
フェスティバル2023

山形県内から集まった美しい花々が
会場に咲き誇り、訪れた多くの人を
魅了しました。

すぽーてぃあ

わんわんパトロール

日新小1年生に対し、新庄警察署員が防
犯指導や交通安全指導を行いました。下
校時間には、警察犬が児童を見守りました。

日新小学校

10/

13㈮
明倫学園人権講演会

腹話術師の千田やすしさんと、人形の
ひかるちゃんが講演を行い、生徒たち
が人権について楽しく学んでいました。

明倫学園

10/

13㈮
10/14㈯▲

 15㈰

市内でたくさんのイベントが開催されました
最上公園、新庄駅前通り商店街、南本町商店街、北本町商店街

PICK
UP!

10/

14㈯

今年が第1回目となる「新庄キャッスルサイドリレーマラソン大会」には、39チーム、ソ
ロの部も合わせて総勢241人のランナーが参加し、最上公園前を周回するコースを
楽しみました。その後、ランナーたちは「新庄もがみベース vol.2」で集まったキッチン
カーや出店を回り、さまざまなおいしいものを満喫しました。

新庄駅前通りでは「第16回新庄味覚まつり」が開催され、歩行者天国に立ち並んだ42店もの
新庄・最上地域の「んめもの」を楽しむ来場者でにぎわいました。また、南本町商店街では「ま
ちあそび人生ゲーム＆100円商店街」、北本町商店街では「はろハロ in 北本町」が同日開催され、
多くの子どもや家族連れ、コスプレイヤーなどで商店街が盛り上がりました。

稲刈り体験

青少年育成市民会議主催で稲刈り体験会
を行いました。始めは緊張していた子ども
たちも、夢中になって稲刈りをしていました。

塩野地区

9/

17㈰

第１４回
キッズ☆フェスタ

たくさんの子どもたちが来場し、キッ
ズダンスショー・キッズフリーマーケッ
ト・創作体験などでにぎわいました。

市民プラザ

9/

24㈰

M AC H I K A D O   TO P I C S

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページ

あにまるフェス

愛犬をドッグランで遊ばせる方や、ア
ニマルグッズを買い求める方など、多
くのペット愛好家でにぎわいました。

エコロジーガーデン

9/

17㈰

新庄駅前星空観望会

望遠鏡を使った星空の観察会が新
庄駅前で開催されました。鮮明な月
も観察することができました。

新庄駅西口前

9/

22㈮

「新庄亀綾織」の伝承
に係る公開講座

撮影中の映画にまつわるトークイベン
トや、亀綾織に携わる地域おこし協力
隊の成果品展示などが行われました。

エコロジーガーデン

もがみ大産業まつり

最上地域の物産や飲食店が並び、エ
フエム山形の公開生放送も行われ、
来場者を楽しませてくれました。

ゆめりあ

ゆめりあ消防署

館内ではさまざまな消防体験が、屋外
ではポンプ車やはしご車などの展示が
行われ、子どもたちが楽しんでいました。

ゆめりあ

新庄演劇研究会 定期公演
土に叫ぶ人 松田甚次郎

創立70周年、松田甚次郎没後80年、宮
沢賢治没後90年を記念した公演が行わ
れ、約400名の観客が感動に包まれました。

市民文化会館

9/

24㈰

9/

24㈰
10/7㈯▲

 8㈰

9/23㈯▲

 24㈰

ままちちととぴぴ
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やまがたフラワー
フェスティバル2023

山形県内から集まった美しい花々が
会場に咲き誇り、訪れた多くの人を
魅了しました。

すぽーてぃあ

わんわんパトロール

日新小1年生に対し、新庄警察署員が防
犯指導や交通安全指導を行いました。下
校時間には、警察犬が児童を見守りました。

日新小学校

10/

13㈮
明倫学園人権講演会

腹話術師の千田やすしさんと、人形の
ひかるちゃんが講演を行い、生徒たち
が人権について楽しく学んでいました。

明倫学園

10/

13㈮
10/14㈯▲

 15㈰

市内でたくさんのイベントが開催されました
最上公園、新庄駅前通り商店街、南本町商店街、北本町商店街

PICK
UP!

10/

14㈯

今年が第1回目となる「新庄キャッスルサイドリレーマラソン大会」には、39チーム、ソ
ロの部も合わせて総勢241人のランナーが参加し、最上公園前を周回するコースを
楽しみました。その後、ランナーたちは「新庄もがみベース vol.2」で集まったキッチン
カーや出店を回り、さまざまなおいしいものを満喫しました。

新庄駅前通りでは「第16回新庄味覚まつり」が開催され、歩行者天国に立ち並んだ42店もの
新庄・最上地域の「んめもの」を楽しむ来場者でにぎわいました。また、南本町商店街では「ま
ちあそび人生ゲーム＆100円商店街」、北本町商店街では「はろハロ in 北本町」が同日開催され、
多くの子どもや家族連れ、コスプレイヤーなどで商店街が盛り上がりました。

稲刈り体験

青少年育成市民会議主催で稲刈り体験会
を行いました。始めは緊張していた子ども
たちも、夢中になって稲刈りをしていました。

塩野地区

9/

17㈰

第１４回
キッズ☆フェスタ

たくさんの子どもたちが来場し、キッ
ズダンスショー・キッズフリーマーケッ
ト・創作体験などでにぎわいました。

市民プラザ

9/

24㈰

M AC H I K A D O   TO P I C S

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページ

あにまるフェス

愛犬をドッグランで遊ばせる方や、ア
ニマルグッズを買い求める方など、多
くのペット愛好家でにぎわいました。

エコロジーガーデン

9/

17㈰

新庄駅前星空観望会

望遠鏡を使った星空の観察会が新
庄駅前で開催されました。鮮明な月
も観察することができました。

新庄駅西口前

9/

22㈮

「新庄亀綾織」の伝承
に係る公開講座

撮影中の映画にまつわるトークイベン
トや、亀綾織に携わる地域おこし協力
隊の成果品展示などが行われました。

エコロジーガーデン

もがみ大産業まつり

最上地域の物産や飲食店が並び、エ
フエム山形の公開生放送も行われ、
来場者を楽しませてくれました。

ゆめりあ

ゆめりあ消防署

館内ではさまざまな消防体験が、屋外
ではポンプ車やはしご車などの展示が
行われ、子どもたちが楽しんでいました。

ゆめりあ

新庄演劇研究会 定期公演
土に叫ぶ人 松田甚次郎

創立70周年、松田甚次郎没後80年、宮
沢賢治没後90年を記念した公演が行わ
れ、約400名の観客が感動に包まれました。

市民文化会館

9/

24㈰

9/

24㈰
10/7㈯▲

 8㈰

9/23㈯▲

 24㈰

ままちちととぴぴ
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み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
発
掘

調
査
を
通
し
て
、新
庄
の
歴
史
を
よ
り
身

近
に
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
今
村
翔
吾
氏
の
考
え
が
聞
き
た
い

１
年
生
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、

今
村
氏
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
企
画
し
ま

し
た
。
学
年
毎
に
テ
ー
マ
を
設
け
て
、今

村
氏
に
質
問
し
た
り
、生
徒
た
ち
で
意
見

を
出
し
合
っ
た
り
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
中
で
も
、１
年
生
が
設
定
し
た
テ
ー
マ

は「
新
庄
開
府
4
０
０
年
」で
す
。
今
村
氏

か
ら
は
、開
府
４
０
０
年
以
降
の
新
庄
と
の

つ
な
が
り
方
や
、新
庄
ま
つ
り
と
の
向
き
合

い
方
な
ど
、た
く
さ
ん
の
貴
重
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
市
を
含
め
、全
国
の
歴
史
を
題
材
と

す
る
作
品
を
創
作
す
る
今
村
氏
と
の
交
流

は
、改
め
て
、ふ
る
さ
と
新
庄
の
良
さ
を
子

ど
も
た
ち
が
認
識
す
る
非
常
に
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
行
事
を
通
し
て
、自

ら
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
と
こ
れ
か
ら
の

新
庄
を
創
っ
て
い
く
と
い
う
、中
学
生
た
ち

の
若
い
力
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

◎詳しくは、ふるさと歴史センターへ。℡22‐2188開府400年記念事業

▲発掘作業の様子。瓦や陶磁器の破片などを慎重に掘り出していました。

▲今村氏と1年生のトークショーの様子

関連事業

ふるさと歴史探訪
～親子で学ぶ新庄の文化財～

夏休み企画として、市内のお寺
や神社、天然記念物など、貴重な
文化財を親子で巡るバスツアーを
実施しました。お寺や神社では、
それぞれの由来や歴史について
のお話しを聞き、貴重な学びの機
会となりました。

企画展「歴史的資料から見る
羽州新庄藩戸沢氏と
徳川家忠臣鳥居氏」

戸沢家と徳川家忠臣鳥居氏の
つながりを紹介する企画展を開催
しました。戸沢氏が江戸幕府との
関係を強化して藩政の安泰を狙っ
たことや、両家が親戚関係である
ことが分かる資料が、数多く展示
されました。

新庄藩校明倫堂第5回講座
新庄藩の家臣団とその仕事
˜江戸時代の武士は何をしていたか˜

第5回講座では、荒武賢一朗氏
（東北大学 東北アジア研究セン

ター教授）を講師に迎え、江戸時
代の武士の仕事について学びま
した。また、人事・経済や財政、人
口増加策につなげようとした藩政
改革の取り組みについても学びま
した。

▲ふるさと歴史センターでの展示 ▲鳥越八幡神社での宮司のお話 ▲雪の里情報館での講座の様子

4月29日〜7月17日 8月20日 9月15日

歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

~

歴
史
的
風
致
を
生
か
し
た

　
新
庄
ら
し
い
住
み
良
さ
を
考
え
る~

◆
開
催
に
至
っ
た
経
緯

本
市
で
は
、豊
か
な
自
然
風
土
の
中
で

育
ま
れ
て
き
た
固
有
の
歴
史
や
文
化
を
、

次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、２

月
に「
新
庄
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

（
以
下
歴
ま
ち
計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、こ
の
歴
ま
ち
計
画
が
国
か
ら
認

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、歴
史
や
文

化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
を

考
え
る
た
め
に
、７
月
に「
歴
史
ま
ち
づ
く

り
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
開
催
内
容

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
で
は
、本
市
の
歴

ま
ち
計
画
の
概
要
と
今
後
の
具
体
的
な
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
続
く

基
調
講
演
で
は
、歴
ま
ち
計
画
の
策
定·

進

捗
管
理
を
担
う
推
進
協
議
会
会
長
で
あ
り
、

工
学
院
大
学
理
事
長
の
後
藤
治
氏
に
講
師

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、歴
ま
ち
計
画
に
基
づ
い
た

事
業
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
で
、地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
や
雇
用·

産
業
の
創
出
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
内
容
で
し

た
。
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、後
藤
治
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
事
例
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
紹
介
い
た
だ
い
た
事
例

山
形
大
学
工
学
部
教
授
の
永
井
康
夫
氏

か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
は
、住
民
が
主
体
と

な
っ
た
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
で
す
。
住

民
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
続
け
る
こ
と

で
、歴
史
的
建
造
物
と
ま
ち
の
価
値
が
増

し
、特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、本
市
と
同
様
に
歴
ま
ち
計
画

を
策
定
し
て
い
る
秋
田
県
横
手
市
の
職
員

か
ら
は
、歴
ま
ち
計
画
に
基
づ
い
た
具
体

的
な
事
業
内
容
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
観
光
へ
つ
な
げ
る
施
策
や
、歴
史
文

化
遺
産
の
保
存·

活
用
を
定
め
る
包
括
的

な
計
画·

施
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
、理
解

を
深
め
ま
し
た
。

◆
歴
史・文
化
に
つ
い
て
学
ぶ

小·

中
学
校
で
は
、総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
、生
徒
が
自
発
的
に
横
断
的·

総
合
的

な
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
庄
城

址
と
隣
接
す
る
新
庄
中
学
校
で
は
、開
府

４
０
０
年（
令
和
７
年
）に
３
年
生
と
な
る

現
１
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
、地
域
の
歴
史

·

文
化
を
学
ぶ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、本
市
が
紡
い
で
き
た
伝
統
の
解
明
を

目
的
と
し
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
積
極

的
に
展
開
し
、本
市
の
歴
史
や
風
土
、暮
ら

す
人
々
に
つ
い
て
の
学
習
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

◆
今
村
翔
吾
氏
と
一
緒
に
発
掘
調
査

現
在
、新
庄
城
二
の
丸
跡
で
は
、公
立
保

育
所
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
を
体
感
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、積
極
的
に
学
習
活

動
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
、「
新
庄
開
府
４
０
０
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
務
め
る
今
村
氏
と
共
に
、現
地
で
の
発

掘
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
か
つ
て
、埋
蔵

文
化
財
調
査
員
を
務
め
て
い
た
今
村
氏
か

ら
発
掘
道
具
の
使
い
方
を
教
わ
り
、楽
し

▲パネルディスカッションの様子

2025（令和7）年は、初代新庄藩主戸沢政盛公により新庄城が築城され、開府
（領内を開くこと）をしてから400年を迎える節目の年です。
本市では、開府以来400年の長い歴史の中で培われてきた新庄の「歴史」「文化」

「精神性」を受け継ぎ、次の100年の新たなまちづくりを進めていきます。

次の100年への新たなまちづくりへ

新庄開府400年記念事業
（プレ事業：令和4～6年度）

新
庄
を
翔
け
る
|

今
村
翔
吾
氏
編
|

~

新
庄
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
× 

　
新
庄
中
学
校（
ふ
る
さ
と
学
習
）~
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み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
発
掘

調
査
を
通
し
て
、新
庄
の
歴
史
を
よ
り
身

近
に
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
今
村
翔
吾
氏
の
考
え
が
聞
き
た
い

１
年
生
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、

今
村
氏
と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
企
画
し
ま

し
た
。
学
年
毎
に
テ
ー
マ
を
設
け
て
、今

村
氏
に
質
問
し
た
り
、生
徒
た
ち
で
意
見

を
出
し
合
っ
た
り
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
中
で
も
、１
年
生
が
設
定
し
た
テ
ー
マ

は「
新
庄
開
府
4
０
０
年
」で
す
。
今
村
氏

か
ら
は
、開
府
４
０
０
年
以
降
の
新
庄
と
の

つ
な
が
り
方
や
、新
庄
ま
つ
り
と
の
向
き
合

い
方
な
ど
、た
く
さ
ん
の
貴
重
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
市
を
含
め
、全
国
の
歴
史
を
題
材
と

す
る
作
品
を
創
作
す
る
今
村
氏
と
の
交
流

は
、改
め
て
、ふ
る
さ
と
新
庄
の
良
さ
を
子

ど
も
た
ち
が
認
識
す
る
非
常
に
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
行
事
を
通
し
て
、自

ら
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
と
こ
れ
か
ら
の

新
庄
を
創
っ
て
い
く
と
い
う
、中
学
生
た
ち

の
若
い
力
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

◎詳しくは、ふるさと歴史センターへ。℡22‐2188開府400年記念事業

▲発掘作業の様子。瓦や陶磁器の破片などを慎重に掘り出していました。

▲今村氏と1年生のトークショーの様子

関連事業

ふるさと歴史探訪
～親子で学ぶ新庄の文化財～

夏休み企画として、市内のお寺
や神社、天然記念物など、貴重な
文化財を親子で巡るバスツアーを
実施しました。お寺や神社では、
それぞれの由来や歴史について
のお話しを聞き、貴重な学びの機
会となりました。

企画展「歴史的資料から見る
羽州新庄藩戸沢氏と
徳川家忠臣鳥居氏」

戸沢家と徳川家忠臣鳥居氏の
つながりを紹介する企画展を開催
しました。戸沢氏が江戸幕府との
関係を強化して藩政の安泰を狙っ
たことや、両家が親戚関係である
ことが分かる資料が、数多く展示
されました。

新庄藩校明倫堂第5回講座
新庄藩の家臣団とその仕事
˜江戸時代の武士は何をしていたか˜

第5回講座では、荒武賢一朗氏
（東北大学 東北アジア研究セン

ター教授）を講師に迎え、江戸時
代の武士の仕事について学びま
した。また、人事・経済や財政、人
口増加策につなげようとした藩政
改革の取り組みについても学びま
した。

▲ふるさと歴史センターでの展示 ▲鳥越八幡神社での宮司のお話 ▲雪の里情報館での講座の様子

4月29日〜7月17日 8月20日 9月15日

歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

~

歴
史
的
風
致
を
生
か
し
た

　
新
庄
ら
し
い
住
み
良
さ
を
考
え
る~

◆
開
催
に
至
っ
た
経
緯

本
市
で
は
、豊
か
な
自
然
風
土
の
中
で

育
ま
れ
て
き
た
固
有
の
歴
史
や
文
化
を
、

次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、２

月
に「
新
庄
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

（
以
下
歴
ま
ち
計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、こ
の
歴
ま
ち
計
画
が
国
か
ら
認

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、歴
史
や
文

化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
を

考
え
る
た
め
に
、７
月
に「
歴
史
ま
ち
づ
く

り
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
開
催
内
容

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
で
は
、本
市
の
歴

ま
ち
計
画
の
概
要
と
今
後
の
具
体
的
な
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
続
く

基
調
講
演
で
は
、歴
ま
ち
計
画
の
策
定·

進

捗
管
理
を
担
う
推
進
協
議
会
会
長
で
あ
り
、

工
学
院
大
学
理
事
長
の
後
藤
治
氏
に
講
師

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、歴
ま
ち
計
画
に
基
づ
い
た

事
業
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
で
、地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
や
雇
用·

産
業
の
創
出
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
内
容
で
し

た
。
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、後
藤
治
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
事
例
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
紹
介
い
た
だ
い
た
事
例

山
形
大
学
工
学
部
教
授
の
永
井
康
夫
氏

か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
は
、住
民
が
主
体
と

な
っ
た
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
で
す
。
住

民
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
続
け
る
こ
と

で
、歴
史
的
建
造
物
と
ま
ち
の
価
値
が
増

し
、特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、本
市
と
同
様
に
歴
ま
ち
計
画

を
策
定
し
て
い
る
秋
田
県
横
手
市
の
職
員

か
ら
は
、歴
ま
ち
計
画
に
基
づ
い
た
具
体

的
な
事
業
内
容
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
観
光
へ
つ
な
げ
る
施
策
や
、歴
史
文

化
遺
産
の
保
存·

活
用
を
定
め
る
包
括
的

な
計
画·

施
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
、理
解

を
深
め
ま
し
た
。

◆
歴
史・文
化
に
つ
い
て
学
ぶ

小·

中
学
校
で
は
、総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
、生
徒
が
自
発
的
に
横
断
的·

総
合
的

な
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
庄
城

址
と
隣
接
す
る
新
庄
中
学
校
で
は
、開
府

４
０
０
年（
令
和
７
年
）に
３
年
生
と
な
る

現
１
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
、地
域
の
歴
史

·

文
化
を
学
ぶ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、本
市
が
紡
い
で
き
た
伝
統
の
解
明
を

目
的
と
し
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
積
極

的
に
展
開
し
、本
市
の
歴
史
や
風
土
、暮
ら

す
人
々
に
つ
い
て
の
学
習
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

◆
今
村
翔
吾
氏
と
一
緒
に
発
掘
調
査

現
在
、新
庄
城
二
の
丸
跡
で
は
、公
立
保

育
所
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
を
体
感
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、積
極
的
に
学
習
活

動
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
、「
新
庄
開
府
４
０
０
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
務
め
る
今
村
氏
と
共
に
、現
地
で
の
発

掘
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
か
つ
て
、埋
蔵

文
化
財
調
査
員
を
務
め
て
い
た
今
村
氏
か

ら
発
掘
道
具
の
使
い
方
を
教
わ
り
、楽
し

▲パネルディスカッションの様子

2025（令和7）年は、初代新庄藩主戸沢政盛公により新庄城が築城され、開府
（領内を開くこと）をしてから400年を迎える節目の年です。
本市では、開府以来400年の長い歴史の中で培われてきた新庄の「歴史」「文化」

「精神性」を受け継ぎ、次の100年の新たなまちづくりを進めていきます。

次の100年への新たなまちづくりへ

新庄開府400年記念事業
（プレ事業：令和4～6年度）

新
庄
を
翔
け
る
|

今
村
翔
吾
氏
編
|

~

新
庄
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
× 

　
新
庄
中
学
校（
ふ
る
さ
と
学
習
）~
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①子ども食堂への思い、子ども食堂を始めたきっかけは？
子育ては楽しくもあり、大変さもあります！少しでもその
お手伝いができればと思い、子ども食堂を始めました。

②子どもたちへのメッセージ
おいしいご飯をモリモリ食べて、いっぱい遊んでいっぱ
い勉強して、楽しく元気に過ごしてね！

③これからの子ども食堂の夢
子どもからお年寄りまで、地域のみんなが集える広場
です。皆さまの「笑顔」と出会えるよう、これからも頑張
りますので、ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

①子ども食堂への思い、子ども食堂を始めたきっかけは？
全国的に核家族が多くなり、孤食などの問題が生じています。頑
張って働く家族の憩いの場を作り、子どもたちの健全な成長の
手助けをしたいと思い、子ども食堂を始めました。

②子どもたちへのメッセージ
わんぱくでもいいので、たくさん食べて元気に過ごしましょう。

③これからの子ども食堂の夢
子ども食堂を通じて、子どもだけでなく、大人やお年 寄
寄りなど、地域の方々が一緒に集える場にしていけた ら
らいいですね。

地域子ども食堂の思い～子どもたちの笑顔のために～
見守る♡支える♡地域の子育て

　地域子ども食堂は、無料または安価で栄養のある食事を、NPOなどが主体となって提供するコミュニティの場です。
子どもを始め、さまざまな世代が利用できる地域交流の場として、市内で地域子ども食堂を運営している3団体を紹
介します。

子ども食堂を応援してください！
　地域子ども食堂は「子どもの居場所づくりの提供」として、子どもが喜ぶメニューをつくるなど、地域交流の場として、
NPO が善意のボランティアで運営しています。応援してくださる企業や市民の方が少しずつ増えてきており、大変
助かっています。ご賛同いただける方は、米・肉・魚・野菜などの食材や食料品、日用品、学習用品などの提供にぜ
ひご協力をお願いいたします。ご支援いただく際は、各団体へご連絡ください。

▲子ども食堂たまりばの様子

▲みんなの広場・つばさの様子

▲子ども食堂あおぞらの様子

◎詳しくは、子育て推進課子育て企画室 ℡29-5811へ。児童虐待防止月間

◀④子どもたちからのメッセージ

◀④子どもたちからのメッセージ

④子どもたちからのメッセージ▶

①子ども食堂への思い、子ども食堂を始めたきっかけは？
幅広い世代の方の集いの場として、地域の皆さまが気
兼ねなく食を通じて集える場所を目指し、地域食堂を
始めました。

②子どもたちへのメッセージ
季節の食材を味わいながら「食べること」の楽しさを感
じ、元気な心と体を作ってね♪
③これからの子ども食堂の夢

これからも、地域の皆さまのご支援をいただきながら、
食材を無駄にせず、子どもたちが「おいしい」と言って
くれる献立を考えていきます。

スペースまちかどカフェたまりば

子ども食堂あおぞら

田口  順子さん（左）
遠藤  美幸さん（右）

代表   押切  明弘さん

連絡先：080-3144-3009

連絡先：070-2033-2403

連絡先：29-4556

林　　美加さん（左）
神野　由佳さん（中）
伊藤ますみさん（右）

みんなの広場・つばさ

◇
児
童
虐
待
、知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、大
き
く
４
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ
ら
が
重
複
し

て
起
き
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

❶
身
体
的
虐
待

　
殴
る
、蹴
る
、叩
く
、投
げ
落
と
す
、や

け
ど
を
さ
せ
る
、冬
に
外
に
出
す
　
な
ど

❷
心
理
的
虐
待

　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、無
視
、き
ょ
う
だ

い
間
で
の
差
別
的
な
扱
い
、子
ど
も
の

前
で
配
偶
者
に
暴
力・暴
言・無
視
な
ど

の
Ｄ
Ｖ
を
す
る
　
な
ど

❸
ネ
グ
レ
ク
ト（
保
護
の
怠
慢・放
棄
）

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、適
切
な
衣
食
住

の
世
話
を
し
な
い
、必
要
な
医
療・教
育

を
受
け
さ
せ
な
い
　
な
ど

❹
性
的
虐
待

　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、性
行
為
を

見
せ
る
、ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ティ
の
被
写
体

に
す
る
　
な
ど

◇
県
内
の
児
童
虐
待
の
現
状

　
令
和
４
年
度
に
、県
の
児
童
相
談
所

お
よ
び
市
町
村
に
対
す
る
児
童
虐
待
の

通
告
は
１
１
０
４
件
で
し
た
。
こ
れ
ら

を
調
査
し
た
結
果
、虐
待
と
認
定
さ
れ

た
件
数
は
、６
５
５
件
で
し
た
。

◇
そ
の「
し
つ
け
」、「
虐
待
」に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　「
し
つ
け
」と
は
、子
ど
も
の
人
格
や
才

能
を
伸
ば
し
、社
会
に
お
い
て
自
律
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、社
会
性
を
育
む

行
為
を
い
い
ま
す
。
保
護
者
は
、子
ど
も

を
一
人
の
人
間
と
し
て
感
情
や
価
値
観

を
尊
重
し
、暴
力
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て

「
し
つ
け
」を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
護
者
が
一
生
懸
命
に
考
え
た
子
ど

も
の
た
め
の「
し
つ
け
」で
あ
っ
た
と
し
て

も
、子
ど
も
の
心
身
の
発
達
を
阻
害
す

る
こ
と
は
虐
待
に
な
り
ま
す
。

◇
虐
待
を
発
見
し
た
ら
…「
あ
な
た
の

気
付
き
が
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
す
」

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
は

「
１
８
９(

い
ち・は
や・
く)

」で
す
。
休

日
・
夜
間
も
通
話
料
無
料
で
、24
時
間

対
応
し
て
い
ま
す
。「
児
童
虐
待
で
は
？
」

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
虐
待
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

市
や
児
童
相
談
所
で
行
い
ま
す
。
市
な

ど
の
調
査
で
虐
待
の
事
実
が
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
も
、連
絡
し
た
人
が
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
る
た
め
に
！

あなたの気持ちを分かってくれる人たちがいます。一人で
抱え込まず、まずは誰かに相談してみましょう。出産や子育てに悩んだら…

「
あ
な
た
し
か  

気
づ
い
て
な
い
か
も  

そ
の
サ
イ
ン
」

児
童
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら「
１い

ち
は
や
く

８
９
」

⎜⎜⎜⎜⎜⎜ 子どもが持っている権利 ⎜⎜⎜⎜⎜⎜

これらは、世界の国々で約束されている子どもの権利です。
誰からも、この権利を奪われることがあってはいけません。

◇相談機関一覧
相談先 電話番号 相談できる内容

子ども家庭総合支援拠点（子育て推進課子育て企画室） 29-5811 子育て相談
子育て世代包括支援センター（健康課母子保健推進室） 29-5790 妊娠・出産・子育て相談
教育委員会教育相談「教育なんでも電話相談」 23-7266 小中学生教育相談
地域の民生委員・児童委員・主任児童委員（詳しくは、成人福祉課生活支援室へ） 29-5808 子育て相談
地域子育て支援センター（わらすこ広場併設） 22-5115 子育て相談
パリス子ども文化センター（パリス保育園内） 23-7880 子育て相談
子育て支援センターぴよこクラブ（新庄保育園内） 22-0260 子育て相談
子育て支援センターmoco's(NPO法人はぐくみ保育園） 080-5552-7324 子育て相談

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」

たたかれたり
ひどいことを
言われたりしない

１
元気に、健康に
毎日を過ごして
成長する

２
保護者の人から
守ってもらえる

3
自分の意見をいう
話を聞いて
もらえる

4

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に

は
、一
人
一
人
に
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
、行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に「
児
童
虐
待
防

止
」に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
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①子ども食堂への思い、子ども食堂を始めたきっかけは？
子育ては楽しくもあり、大変さもあります！少しでもその
お手伝いができればと思い、子ども食堂を始めました。

②子どもたちへのメッセージ
おいしいご飯をモリモリ食べて、いっぱい遊んでいっぱ
い勉強して、楽しく元気に過ごしてね！

③これからの子ども食堂の夢
子どもからお年寄りまで、地域のみんなが集える広場
です。皆さまの「笑顔」と出会えるよう、これからも頑張
りますので、ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

①子ども食堂への思い、子ども食堂を始めたきっかけは？
全国的に核家族が多くなり、孤食などの問題が生じています。頑
張って働く家族の憩いの場を作り、子どもたちの健全な成長の
手助けをしたいと思い、子ども食堂を始めました。

②子どもたちへのメッセージ
わんぱくでもいいので、たくさん食べて元気に過ごしましょう。

③これからの子ども食堂の夢
子ども食堂を通じて、子どもだけでなく、大人やお年 寄
寄りなど、地域の方々が一緒に集える場にしていけた ら
らいいですね。

地域子ども食堂の思い～子どもたちの笑顔のために～
見守る♡支える♡地域の子育て

　地域子ども食堂は、無料または安価で栄養のある食事を、NPOなどが主体となって提供するコミュニティの場です。
子どもを始め、さまざまな世代が利用できる地域交流の場として、市内で地域子ども食堂を運営している3団体を紹
介します。

子ども食堂を応援してください！
　地域子ども食堂は「子どもの居場所づくりの提供」として、子どもが喜ぶメニューをつくるなど、地域交流の場として、
NPO が善意のボランティアで運営しています。応援してくださる企業や市民の方が少しずつ増えてきており、大変
助かっています。ご賛同いただける方は、米・肉・魚・野菜などの食材や食料品、日用品、学習用品などの提供にぜ
ひご協力をお願いいたします。ご支援いただく際は、各団体へご連絡ください。

▲子ども食堂たまりばの様子

▲みんなの広場・つばさの様子

▲子ども食堂あおぞらの様子

◎詳しくは、子育て推進課子育て企画室 ℡29-5811へ。児童虐待防止月間

◀④子どもたちからのメッセージ

◀④子どもたちからのメッセージ

④子どもたちからのメッセージ▶

①子ども食堂への思い、子ども食堂を始めたきっかけは？
幅広い世代の方の集いの場として、地域の皆さまが気
兼ねなく食を通じて集える場所を目指し、地域食堂を
始めました。

②子どもたちへのメッセージ
季節の食材を味わいながら「食べること」の楽しさを感
じ、元気な心と体を作ってね♪
③これからの子ども食堂の夢

これからも、地域の皆さまのご支援をいただきながら、
食材を無駄にせず、子どもたちが「おいしい」と言って
くれる献立を考えていきます。

スペースまちかどカフェたまりば

子ども食堂あおぞら

田口  順子さん（左）
遠藤  美幸さん（右）

代表   押切  明弘さん

連絡先：080-3144-3009

連絡先：070-2033-2403

連絡先：29-4556

林　　美加さん（左）
神野　由佳さん（中）
伊藤ますみさん（右）

みんなの広場・つばさ

◇
児
童
虐
待
、知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、大
き
く
４
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ
ら
が
重
複
し

て
起
き
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

❶
身
体
的
虐
待

　
殴
る
、蹴
る
、叩
く
、投
げ
落
と
す
、や

け
ど
を
さ
せ
る
、冬
に
外
に
出
す
　
な
ど

❷
心
理
的
虐
待

　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、無
視
、き
ょ
う
だ

い
間
で
の
差
別
的
な
扱
い
、子
ど
も
の

前
で
配
偶
者
に
暴
力・暴
言・無
視
な
ど

の
Ｄ
Ｖ
を
す
る
　
な
ど

❸
ネ
グ
レ
ク
ト（
保
護
の
怠
慢・放
棄
）

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、適
切
な
衣
食
住

の
世
話
を
し
な
い
、必
要
な
医
療・教
育

を
受
け
さ
せ
な
い
　
な
ど

❹
性
的
虐
待

　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、性
行
為
を

見
せ
る
、ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ティ
の
被
写
体

に
す
る
　
な
ど

◇
県
内
の
児
童
虐
待
の
現
状

　
令
和
４
年
度
に
、県
の
児
童
相
談
所

お
よ
び
市
町
村
に
対
す
る
児
童
虐
待
の

通
告
は
１
１
０
４
件
で
し
た
。
こ
れ
ら

を
調
査
し
た
結
果
、虐
待
と
認
定
さ
れ

た
件
数
は
、６
５
５
件
で
し
た
。

◇
そ
の「
し
つ
け
」、「
虐
待
」に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　「
し
つ
け
」と
は
、子
ど
も
の
人
格
や
才

能
を
伸
ば
し
、社
会
に
お
い
て
自
律
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、社
会
性
を
育
む

行
為
を
い
い
ま
す
。
保
護
者
は
、子
ど
も

を
一
人
の
人
間
と
し
て
感
情
や
価
値
観

を
尊
重
し
、暴
力
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て

「
し
つ
け
」を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
護
者
が
一
生
懸
命
に
考
え
た
子
ど

も
の
た
め
の「
し
つ
け
」で
あ
っ
た
と
し
て

も
、子
ど
も
の
心
身
の
発
達
を
阻
害
す

る
こ
と
は
虐
待
に
な
り
ま
す
。

◇
虐
待
を
発
見
し
た
ら
…「
あ
な
た
の

気
付
き
が
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
す
」

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
は

「
１
８
９(

い
ち・は
や・
く)

」で
す
。
休

日
・
夜
間
も
通
話
料
無
料
で
、24
時
間

対
応
し
て
い
ま
す
。「
児
童
虐
待
で
は
？
」

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
虐
待
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

市
や
児
童
相
談
所
で
行
い
ま
す
。
市
な

ど
の
調
査
で
虐
待
の
事
実
が
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
も
、連
絡
し
た
人
が
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
る
た
め
に
！

あなたの気持ちを分かってくれる人たちがいます。一人で
抱え込まず、まずは誰かに相談してみましょう。出産や子育てに悩んだら…

「
あ
な
た
し
か  

気
づ
い
て
な
い
か
も  

そ
の
サ
イ
ン
」

児
童
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら「
１い

ち
は
や
く

８
９
」

⎜⎜⎜⎜⎜⎜ 子どもが持っている権利 ⎜⎜⎜⎜⎜⎜

これらは、世界の国々で約束されている子どもの権利です。
誰からも、この権利を奪われることがあってはいけません。

◇相談機関一覧
相談先 電話番号 相談できる内容

子ども家庭総合支援拠点（子育て推進課子育て企画室） 29-5811 子育て相談
子育て世代包括支援センター（健康課母子保健推進室） 29-5790 妊娠・出産・子育て相談
教育委員会教育相談「教育なんでも電話相談」 23-7266 小中学生教育相談
地域の民生委員・児童委員・主任児童委員（詳しくは、成人福祉課生活支援室へ） 29-5808 子育て相談
地域子育て支援センター（わらすこ広場併設） 22-5115 子育て相談
パリス子ども文化センター（パリス保育園内） 23-7880 子育て相談
子育て支援センターぴよこクラブ（新庄保育園内） 22-0260 子育て相談
子育て支援センターmoco's(NPO法人はぐくみ保育園） 080-5552-7324 子育て相談

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」

たたかれたり
ひどいことを
言われたりしない

１
元気に、健康に
毎日を過ごして
成長する

２
保護者の人から
守ってもらえる

3
自分の意見をいう
話を聞いて
もらえる

4

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に

は
、一
人
一
人
に
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
、行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に「
児
童
虐
待
防

止
」に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

15 11



今
月
の
新
着
図
書

新着図書とおすすめ情報をお知らせします!

図書館NAVI

集客や町おこしの手段としても
注目され、急拡大するガチャガ
チャ市場。その知られざる歴史
とビジネスの仕組みを解説した
一冊です。

今月のおすすめ

◎市立図書館�℡22-2189
▪開館時間　午前9時～午後7時
（土日祝日は午後5時まで）

▪休館日　毎週月曜日 ▲蔵書検索

図書館からのお知らせ

ガチャガチャの経済学

著者　小野尾�勝彦

  

一
般
図
書

▪
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の
経
済
学������

小
野
尾 

勝
彦

▪
あ
な
た
が
誰
か
を
殺
し
た��������

東
野 

圭
吾

▪
校
閲
記
者
も
迷
う
日
本
語
表
現

　�������������������������

毎
日
新
聞
校
閲
セ
ン
タ
ー

▪
美
術
の
進
路
相
談 

絵
の
仕
事
を
す
る
た
め

に
、描
き
続
け
る
方
法��������

イ
ト
ウ 

ハ
ジ
メ

▪
知
り
た
い
レ
イ
ア
ウ
ト
デ
ザ
イ
ン
　
　
　

����������������������������������

A
R
E
N
S
K
I

▪
リ
カ
バ
リ
ー
·
カ
バ
ヒ
コ�����

青
山 

美
智
子

▪
2
サ
イ
ズ
の
丸
型
で
焼
け
る
し
っ
と
り
ケ
ー

キ
と
ふ
ん
わ
り
ケ
ー
キ��������
稲
田 

多
佳
子

▪
渇
き
の
地���������������������
ク
リ
ス・ハ
マ
ー

▪
分
水
嶺
の
謎 

峠
は
海
か
ら
生
ま
れ
た

　���������������������������������������������

高
橋 
雅
紀

▪
歌
わ
な
い
キ
ビ
タ
キ 

山
庭
の
自
然
誌

　���������������������������������������������

梨
木 

香
歩

▪
シ
ェニ
ー
ル
織
と
か
黄
肉
の
メ
ロ
ン
と
か

　���������������������������������������������

江
國 

香
織

  

児
童
書

▪
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
と
ほ
っ
か
ほ
っ
カ
ー

　������������������������������������������

柴
田�

ケ
イ
コ

▪
き
ゅ
う
き
ゅ
う
ば
こ
の
絵
本�

ケ
ガ
を
し
た
ら
ど

う
す
る
?����

W
I
L
L
こ
ど
も
知
育
研
究
所

▪
燃
え
上
が
る
一
揆
の
炎�

天
保
の
大
き
き
ん

と
近
江
騒
動��������������������������

小
西�

聖
一

▪
あ
け
る�������������������������

は
ら
ぺ
こ
め
が
ね

▪
プ
リ
キ
ュ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
ま
る
ご
と

大
図
鑑�

2
0
2
3���������������������

講
談
社

▪
ひ
こ
う
き
そ
う
じ
ゅ
う
し
ま
ー
す
!

　���������������������������������������

ひ
ら
ぎ�

み
つ
え

▪
博
物
館
の
少
女��

騒
が
し
い
幽
霊����

富
安�

陽
子

▪
ベ
ビ
ー
カ
ー
ぶ
ー
ぶ
ー
ぶ
ー����

え
が
し
ら�

み
ち
こ

▪
ク
イ
ズ
に
こ
た
え
て
つ
く
ろ
う
う
ど
ん

　������������������������������

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

▪
ふ
わ
ふ
わ
ふ
ん
わ
り
お
や
す
み
な
さ
い

　���������������������������������������������

鈴
木�

真
実

本
合
海
地
区
・
積
雲
寺
の
境
内
に

あ
る
閻
魔
堂
は
、元
々
は
観
音
堂
で

し
た
。
中
に
は
木
造
の
西
国
三
十
三

観
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、後
に
本
堂
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、閻
魔
大
王
が
祭
ら
れ
、堂

名
も
閻
魔
堂
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
閻
魔
堂
の
基
本
的
な
構
造
は
、

新
庄
藩
主
戸
沢
家
墓
所
の
御
霊
屋

と
同
じ
で
す
。
建
物
に
は
戸
沢
家
の

家
紋
で
あ
る
九
曜
の
紋
と
、戸
の
字

紋
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

閻
魔
堂
の
棟
札
に
は
、１
８
５
９

（
安
政
６
）年
に
十
一
代
藩
主
正ま

さ
ざ
ね実

が
、九
代
藩
主
正ま

さ
つ
ぐ胤

の
建
て
た
六
号

棟
を
移
築
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、改
築
さ
れ
る
前
の
六

号
棟
が
払
い
下
げ
ら
れ
、こ
の
地
に
移

築
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
閻
魔
堂
は
藩
政
時
代
を
伝
え

る
建
物
と
し
て
、平
成
14
年
5
月
に

市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

▲積雲寺�閻魔堂（旧観音堂）

◎歴史センター��℡22-２１８８

◀かむてん本の
　通帳の写真

第20回 �積雲寺�閻
え ん ま
魔堂（旧観音堂）/市指定文化財（建造物）

文化財・歴史 アラカルト新庄開府400年（2025年）に向け、
新庄の貴重な文

た か ら
化財を巡るシリーズ

　図書館で借りた本の記録（借りた日・書名・作者・ページ数）を
本の通帳に記帳して、読書履歴を手元に残しておくことができます。
◼対象　本を借りた方で、通帳の発行をご希望の方
◼費用　1冊300円（市内在住で、市内の学校に通う高校生以
下の方は1冊目を無料で発行します）

図書館読書通帳「かむてん本の通帳」はじめました。

〜これからの社会に向かって〜〜これからの社会に向かって〜

プラス

その他、税に関する相談は、下記からご連絡ください。
◎新庄税務署　℡22-5111（自動音声案内開始後「2番」を押してください）

国税庁ホームページ内に「これからの社会に向かって」をテー
マとした特設ページを設け、国税庁の各種取組について紹介
します。また、YouTubeの「国税庁動画チャンネル」や国税庁
ホームページ内のインターネット番組「Web-Tax-TV」に新
着動画を掲載するとともに、各種情報をX（旧Twitter）で発信
します。

11月11日㈯～11月17日㈮は、「税を考える週間」です

税務行政のデジタル・トランスフォーメーション
（利便性向上の取り組み）

「税に関する作品展」
を開催します！

インボイス制度説明会・登録要否相談会

◼スマホとマイナンバーカードを使い、自宅からe-Taxで確定申告！
◼年末調整や確定申告は、マイナンバーカードを使って自動入力！
◼自宅やオフィスから、キャッシュレスで国税を納付！
◼納税証明書は、請求から受け取りまでオンラインで完結！

中高生の「税に関する作文」入選作品や納税表彰に関する資料を展示予定です。
◼とき　11月22日㈬～12月１日㈮　◼ところ　ゆめりあ2階ストリートギャラリー

開催日 開催時間 開催場所 内容 定員

12月15日㈮

午前10時～正午
新庄税務署２階会議室

（新庄市五日町字宮内241番地）

◼インボイス制度説明会
◼登録要否相談会 16名

午後2時～午後4時
◼インボイス制度説明会（消費税
の仕組みから知りたい方向け）
◼登録要否相談会

16名

◼申込方法　電話（新庄税務署法人課税部門　℡22-5170）　※要事前予約
◼申込締切　12月14日㈭午後3時
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18

イ
ベ
ン
ト
や
行
政
案
内

ま
ち
の
情
報
な
ど
を

紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す

Shinjo
City

市の人口（9月末時点）
32,998人（33,525人）

男 15,806人
（16,027人）

女 17,192人
（17,498人）

世帯数 13,894世帯
（13,846世帯）

9月の異動
出生 15人 （14人）
死亡 41人 （47人）
転入 62人 （51人）
転出 82人 （97人）

※全て日本人+外国人の数
で、（  ）は1年前の数値です。

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す！

　
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
納
め
た
国
民
年
金
保

険
料
は
、全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
所
得
税

や
住
民
税
の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。
届
き
ま
し

た
ら
大
切
に
保
管
し
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、保
険
料
を
納
付
し
た

領
収
書
で
も
、控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
付
開
始
日

発
送
時
期

10
月
２
日
以
前

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

10
月
３
日
～
12
月
31
日
令
和
６
年
２
月
上
旬

◎
新
庄
年
金
事
務
所 

℡
22︲２
０
５
０

標
準
営
業
約
款
制
度「
Ｓ
マ
ー
ク
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

標
準
営
業
約
款
制
度「
Ｓ
マ
ー
ク
」は
、法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費
者（
利
用
者
）を
守
る
た
め
の
制

度
で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
取
り
決
め
に
従

い
営
業
し
て
い
る
理
容
店
・
美
容
店
・ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
・め
ん
類
飲
食
店
・一
般
飲
食
店
で
は
、店
頭

に「
Ｓ
マ
ー
ク
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。
登
録
店
は
、安

心・安
全・清
潔
を
約
束
す

る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

ま
た
、万
一
の
場
合
に
は
事

故
賠
償
基
準
に
基
づ
い
た

補
償
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

 

℡
０
２
３（
６
２
３
）４
３
２
３

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成

（
償
還
払
い
）

◼
対
象　
接
種
日
時
点
で
生
後
６
カ
月
～
中
学
３

年
生
の
方
で
、対
象
期
間
中
に
、委
託
医
療
機
関
以

外
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方

◼
対
象
期
間　
10
月
１
日
～
令
和
６
年
１
月
31
日

◼
助
成
額　
１
回
当
た
り
１
７
０
０
円（
接
種
費

用
が
１
７
０
０
円
未
満
の
場
合
は
、接
種
費
用
額
）

◼
助
成
回
数　
１
回
目
の
接
種
日
時
点
の
年
齢
が
、

13
歳
未
満
の
方
は
２
回
、13
歳
以
上
の
方
は
１
回

◼
持
ち
物　
領
収
書
、母
子
手
帳
ま
た

は
接
種
日
が
分
か
る
書
類
、通
帳

◼
申
請
場
所　
健
康
課
６
番
窓
口

◼
申
請
期
間　
接
種
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
以
内

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
健
康
課
母
子
保
健
推
進
室 

℡
29︲５
７
９
０

き
も
の
で
初
詣
！

◼
対
象　
18
歳
以
上
の
女
性

◼
と
き　
11
月
17
日
㈮
、12
月
１
日
㈮・８
日
㈮・15

日
㈮
、い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
、午
後
２
時
～
、

午
後
６
時
～　

※
全
４
回
、１
回
90
分
、希
望
の
時

間
を
４
回
選
べ
ま
す
。

◼
と
こ
ろ　
市
民
プ
ラ
ザ

◼
内
容　
着
物
の
着
方
、半
幅
帯
の
結
び
方
の
レ
ッ
ス
ン

◼
受
講
料　
９
８
０
０
円（
教
材
費・税
込
み
）

※
教
材
４
点（
着
物
・
半
幅
帯
・
長
襦
袢
、草
履
）は

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

◎（
一
財
）民
族
衣
裳
文
化
普
及
協
会
山
形
支
部

 

℡
０
１
２
０（
０
２
９
）３
１
５

標準営業約款
（Sマーク）

令
和
５
年
度
市
職
員
採
用
試
験

◼
第
１
次
試
験　
12
月
３
日
㈰

◼
と
こ
ろ　
市
役
所

◼
申
込
締
切　
11
月
24
日
㈮

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
総
務
課
秘
書
職
員
室 

℡
22︲２
１
１
３

試験区分 応募資格

初級土木

平成14年4月2日～平成18年4月1日生まれの方
※ただし、大学（短期大学を除く）を卒業した方ま
たは令和6年3月までに卒業見込みの方は受験で
きません。

保健師
平成5年4月2日～平成15年4月1日生まれで、保
健師免許を有する方（令和6年6月までに取得する
見込みの方を含む）

建築士
（社会人経験者）

昭和59年4月2日～平成6年4月1日生まれで、1
級または2級建築士免許証を有する方（令和6年3
月までに取得する見込みの方を含む）
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県営住宅入居者募集

◼募集住宅　県営若葉東アパート①
1号棟（1戸）、②3号棟Ｃタイプ（1戸）
◼入居資格　同居する親族がいて、
収入が一定額以下である方
※高齢者・障がい者・被災者がいる世
帯には優遇措置があります。
◼家賃　①月額16,300円～24,200
円、②月額16,800円～25,000円
◼敷金　家賃の3カ月分
◼募集期間　12月1日㈮～7日㈭午
前9時～午後4時30分
◎山形県住宅供給公社最上地域管理
　事務所 ℡23-3116

そば打ち体験教室

自家製「最上早生」のそば粉を使っ
た本格そば打ち体験！ひきたて・打ち
たて・ゆでたての三たてに加え、取れた
ての新そばを楽しめます。
◼とき　12月2日㈯午前10時～午後2時
◼ところ　わくわく新庄1階創作実習室
◼持ち物　エプロン、薄手のビニール
袋、手ぬぐい（タオル）
◼参加費　千円（材料費込み）
◼定員　12組（1名での参加もできます）
◼申込締切　11月25日㈯
◎わくわく新庄 ℡23-0197

どぶろくの製造には
酒類製造免許が必要です

酒類を製造するには、酒税法に基づ
く免許が必要です。免許を持たずに、
酒類を製造した場合は、違法となり処
罰の対象となります。

また、違法に製造された酒類を譲り
受けて所持した方も、同様に処罰の対
象となります。
◎山形税務署酒類指導官
 ℡023-622-1611

PICK
UP!

わ
く
わ
く
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン
講
座

自
己
流
メ
イ
ク
の
悩
み
を
改
善
し
、似
合
う
メ
イ

ク
を
提
案
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◼
と
き　
12
月
23
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
、午
後

１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◼
と
こ
ろ　
わ
く
わ
く
新
庄
１
階
創
作
実
習
室

◼
講
師　
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　
井
上
美

岐
氏

◼
持
ち
物　
普
段
お
使
い
の
メ
イ
ク
道
具
一
式
、ク

レ
ン
ジ
ン
グ
ま
た
は
乳
液
、タ
オ
ル
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

顔
全
体
が
映
る
鏡
、筆
記
用
具

◼
参
加
費　
５
０
０
円

◼
定
員　
各
回
５
名

◼
申
込
締
切　
12
月
16
日
㈯

◎
わ
く
わ
く
新
庄 

℡
23︲０
１
９
７

毎
月
１
回
の
料
理
教
室

タ
イ
料
理

◼
と
き　
11
月
30
日
㈭
午
前
11
時
～
、午
後
６
時
～

◼
と
こ
ろ　
市
民
プ
ラ
ザ
３
階
調
理
実
習
室

◼
講
師　
笹
美
知
子
氏

◼
材
料
費　
２
５
０
０
円

◼
申
込
締
切　
11
月
27
日
㈪

◎
デ
リ
ス
ド
カ
ン
ト
リ
ー・笹 

℡
22︲２
０
８
６

Let's Start !

ボ
ラ
ン
ティ
ア
入
門
講
座

◼
対
象　
ボ
ラ
ン
ティ
ア
に
興
味
の
あ
る
中
学
生
以

上
の
方

◼
と
き　
11
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～
午
前
11
時
45
分

◼
と
こ
ろ　
市
民
プ
ラ
ザ
３
階
小
ホ
ー
ル

◼
内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
方
法
や
、市
社

会
福
祉
協
議
会
で
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
に
つ
い
て

◼
持
ち
物　
筆
記
用
具
な
ど

◼
参
加
費　
無
料　
◼
定
員　
先
着
30
名

◼
申
込
締
切　
11
月
21
日
㈫

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会 

℡
22︲５
７
９
７

親
子
料
理
教
室

◼
と
き　
12
月
３
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

◼
と
こ
ろ　
市
民
プ
ラ
ザ
３
階
調
理
実
習
室

◼
内
容　
最
上
伝
承
野
菜
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ニ
ュ
ー
の
調
理

◼
講
師　
パ
パ・ク
チ
ー
ナ　
佐
藤
顕
治
氏

◼
参
加
費　
１
組
１
５
０
０
円

◼
定
員　
12
組（
１
組
２
名
）

◼
申
込
締
切　
11
月
26
日
㈰

◎
市
民
プ
ラ
ザ 

℡
22︲４
２
０
０

就
職
面
談
会
＆
就
労
相
談
会

◼
対
象　
最
上
地
域
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方

◼
と
き　
11
月
30
日
㈭
①
午
後
１
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分
、②
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◼
と
こ
ろ　
新
庄
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
２
階

◼
内
容　
①
就
労
相
談
会
、②
就
職
面
談
会

◼
参
加
企
業　
８
社
程
度　
◼
参
加
費　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

◎
労
働
局
委
託
事
業
者
：
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
㈱
山

形
オ
フィ
ス 

℡
０
２
３（
６
３
３
）５
６
０
８

一
歩
一
歩
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

障
が
い
者
基
本
法
で
は
、12
月
３
日
～
９
日
を
障

が
い
者
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◼
と
き　
12
月
２
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
１
時

◼
と
こ
ろ　
ゆ
め
り
あ
１
階
花
と
緑
の
交
流
広
場

◼
内
容　
最
上
地
域
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
利
用
者
な
ど
に
よ
る
施
設
紹
介
・
作
品
展

示・製
品
販
売

◎
最
上
総
合
支
庁
地
域
健
康
福
祉
課

 

℡
29︲１
２
７
７



いま　　 すった。いま　　 すった。コレコレ
地域おこし
協力隊

活動レポート

現在は、研究報告書などを読んで、新庄亀綾織の
歴史を調べています。特産品とするためにどのよう
な活動があったのか、なぜ産業として根付かなかっ
たのかなど、興味深い内容がたくさんありました。他
の方にも共有できるように、調べた内容を研究成果
としてまとめておきたいですね。他には、養蚕農家さ
んを訪問して絹糸の生産過程を体験させていただい
たり、織物の勉強をしたりしています。早く織る技術
を身に着けて、新庄亀綾織を織ってみたいです。
この場を借りてお願いがあります。新庄亀綾織の
資料には、1980年以前のことを書いた文献がわず
かしかありません。もし、織帳や亀綾織を持っていま
したら、拝見できると大変うれしいです。また「家族
が織っていた」など、覚えていましたら、その頃の話
もぜひ教えてください。織りについての話はもちろ
ん、当時の生活環境にも興味があります。資料をお
持ちの方、お話しを聞かせてくださる方がいましたら、
ぜひご連絡をお願いいたします。
◎詳しくは、新庄亀綾織伝承協会へ。� ℡22-0025

9月から「歴史・文化財自然の継承事業」を担当し
ている三浦明日香です。新庄の皆さまのご支援とと
もに、この大切な事業に向き合い、成長する1年にし
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
私は、神戸大学国際人間科学部の3年生です。土

着の文化・地域に根差した手仕事に興味があり、フェ
アトレード※に関するサークル活動をしています。そ
んな中、知人を通じて、新庄亀綾織伝承協会が担い
手を探していることを知りました。織物の経験がほ
とんどなく、力になれるか心配な面もありましたが、
詳しく話を聞くうちに興味がわき、休学して地域おこ
し協力隊になることを決意しました。新庄亀綾織が
直面する課題と向き合い、地域の大切なものとして
継承・発展させることを目標に、活動していきます。
初めて新庄を訪れたのは、5月のことです。山々

に囲まれていることが新鮮で、その景色には目を奪
われましたね。今後も、初めての体験がたくさんあ
ると思います。地域おこし協力隊としての活動だけ
でなく、新庄での暮らしを楽しみたいです。

初めて訪れる場所で初めて訪れる場所で 新庄亀綾織の歴史を紐解く新庄亀綾織の歴史を紐解く

見やすく読み間違えにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

※フェアトレードとは、生産者と消費者が対等な立場で行う貿易のこと。
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